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5
月
20
日
、
21
日
に
塚
脇
小
学
校
運

動
場
で
、
玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
と
児
童
の
対
面
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
対
面

式
は
、
地
域

の
方
々
が
各

区
で
行
っ
て

い
る
「
自
主

防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
」
の

活

動

を

子

ど

も

た

ち

に

知

っ

て

も

ら

う

こ

と
や
、
隊
員

の

方

々

の

顔
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
塚
脇
小
学
校

が
分
散
登
校
と
な
っ
て
い
る
た
め
2
日

間
に
分
け
て
の
対
面
式
で
し
た
が
、
32
名

の
隊
員
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

武
石
和
正
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長
が
「
今
日

は
地
域
の
お
じ
ち
ゃ
ん
・
お
ば
ち
ゃ
ん
達

と
一
緒
に
危
険
な
場
所
は
な
い
か
点
検

し
な
が
ら
下

校
し
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶

を
行
い
、
子

供
た
ち
も
元

気
な
声
で
返

事
を
し
て
い

ま
し
た
。 

 

対
面
式
終

了
後
、
児
童
・

保
護
者
・
先

生
と
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
は
、

自
治
区
ご
と

に
隊
列
を
組
み
、
通
学
路
の
安
全
を
確
認

し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

近
年
、
子
供
へ
の
脅
威
事
案
（
不
審
人
物

に
よ
る
声
か
け
、
つ
き
ま
と
い
等
）
の
ニ
ュ

ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。
子
供
た
ち
の
明
る
い

未
来
を
守
る
の
は
大
人
の
務
め
で
す
。
常
日

頃
か
ら
子
供
た
ち
を
見
守
る
意
識
を
持
ち

な
が
ら
生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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私は 4月末をもちまして、玖珠地区コミュニテ

ィ運営協議会の事務局長を退任することとなりま

した。 

前事務局長の後、引き継いで 1年間事務局長を

勤めさせていただきました。 

在職中は地域の皆様方の温かいお力添えのおか

げで私なりに充実した日々を過ごすことが出来ま

した。心から感謝しお礼を申し上げます。 

これまでに得た貴重な経験を活かしてこれから

の人生を歩んでいきたいと思っております。 

改めまして、玖珠地区コミュニティ運営協議会

の益々のご発展と皆様方のご健勝を祈念するとと

もにこれまでのご厚情に心から感謝を申し上げ、

退任のご挨拶とさせていただきます。 

 

              穴 井 厚 子 

前玖珠地区コミュニティ運営協議会会長日隈久

美男氏の退任に伴い、今年度会長に就任いたしま

した、金藤勝典です。 

近年、「向こう三軒両隣」の暮らしが大きく変化

し、国においては誰もが住み慣れた地域で暮らす

ことができるよう、地域の住民がお互いに支え合

う「地域共生社会」の実現を目指しており玖珠地

区コミュニティ運営協議会の玖珠地区コミュニテ

ィ運営協議会としましても、地域に根差した活動

を推進していきたいと思います。 

特に、地域がお互いに支え合う地域「支え合い

マップづくり」や地域の住民の皆さんと連携した

防災活動（避難訓練等）に取り組んでいきます。 

地域住民の皆様が気楽に立ち寄れる玖珠自治会

館運営に全役職員一丸となって取り組んでまいり

ますので、ご指導のほどよろしくお願い致しま

す。 

退任のあいさつ 

地
域
の
人
が
見
守
っ
て
い
る
よ
！ 

新任のあいさつ 

金 藤 勝 典 


